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【研究テーマ】

1. インフルエンザウイルスマトリックス蛋白質結合宿主因子 Hsc70 の機能解析

2. 質量分析計を用いたウイルス蛋白質解析に関する研究

3. 海洋微生物ライブラリーからの抗ウイルス剤候補のスクリーニング
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【特許】

1. 特願２００７－２３８１３９ 渡辺健、小林信之 核外輸送阻害剤のスクリーニング

方法

【研究費取得状況】

1. 平成 19 年度 科学研究費若手(B) 研究代表者 インフルエンザウイルス増殖に関与

する宿主因子 Hsc70 の機能解析
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エンザウイルス遺伝子の核外輸送を作用点とする新規抗ウイルス薬の海洋微生物ライ

ブラリーからの探索
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